
都市と農村をつなぐ５つの都市のニーズ

都市農村共生社会への都市農村共生社会への
ブレークスルーポイントは何か！ブレークスルーポイントは何か！

都市と農村を結ぶプラットフォームづくり都市と農村を結ぶプラットフォームづくり

都市と農村を結ぶ５つの都市と農村を結ぶ５つのニーズニーズ

食と農食と農 環境教育、自然体験環境教育、自然体験 田舎暮らし・スローライフ田舎暮らし・スローライフ 文化、アート等文化、アート等健康、癒し健康、癒し

農村側
コーデイネート

事業企画事業企画
PRPR、集客、集客

参加者参加者管理管理

都市側
コーデイネート

事業企画事業企画
地域資源（人、もの、情報）地域資源（人、もの、情報）

コーデイネートコーデイネート
受け入れ体制コーデイネート受け入れ体制コーデイネート

多様な主体の連携体制多様な主体の連携体制



山梨県北杜市

農村資源に、新たなニーズを結びつけて
バリュー（価値）をつけて、ビジネスモデルを創る。

都市と農村の交流を通じた
都市農村共生型の社会づくり

えがおつなげての紹介



活動拠点
山梨県北杜市須玉町の北端に位置する増富地域は、農業の衰退とい
う範囲を超え、集落そのものの維持が困難になりつつある状況です。

西暦 1990年 1995年 2000年

農家戸数 戸 132 77 27

耕作放棄率 62.3％（38/61ha）

高齢化率 58.4％（2003年）



増富都市農村交流センター

鉱泉みずがき
ランド

 

2003年 構造改革特区第1号認定

活動開始



１．農村ボランテイアによる農地開墾、農業経営

２．地域との連携によるグリーンツーリズム

３，企業との連携による農村の仕事づくり

４，大学との連携による自然エネルギー研究開発

５，農村の伝統文化を活かした食育体験

様々な都市と農村の交流活動



遊休農地



遊休農地の開墾

農村地域に広がる遊休農地を賃貸し、全国から集まった
延べ約500人／年の農村ボランティアによって人力で開墾を行い、

約３haの農地が復活！



農村ボランテイアによる遊休農地開墾
開墾前遊休農地

開墾中

開墾後の活動



大豆

天日干し 10/24～26

追播 5/下とうもろこし

花豆

トマト

ジャガイモ ナス・ミニトマト カボチャ

開墾した農地での
野菜の生産＝えがおファーム



使われなくなった畑を活用して
農業、都市農村交流

「黒森もりもり倶楽部」の取り組み

東京農工大学の
学生です！！



くさかり

開墾の様子

草を刈る 根っこを抜く

トラクターで
耕す
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before
開墾

復活！！

after

2005年10月



黒森 もりもり計画小麦で



開墾した畑を活用して、小麦を栽培 2006年4月

～8月



小麦農作業体験

地元の方に
教えてもらいました

2006年10月～



＜ほうとうづくり体験＞

地元の名人に
教えてもらいました



黒森でみんな「もりもり」元気に！！

黒森 もりもり計画小麦で

交流

新しい
関係

活力
楽しい

黒森に人が
集まる

農地の
維持管理





農村ボランティア応募
都道府県別人数(2004年5月～９月）

都道府県別応募人数
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農村ボランティア応募
年齢別人数(2004年5月～９月）

年齢別人数
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男性, 30, 38%

女性, 48, 62%

農村ボランティア応募
男女別人数(2004年5月～９月）

女性
48人

男性
30人



•フリーター人口417万人(2001年内閣府統計）

• ニート人口 ８５万人(2005年内閣府統計)

• ひきこもり世帯100万世帯突破

• 若年失業率 9.5％（2004年OECD統計）

・大卒就職希望者 約６０％

・７，５，３現象

• 団塊の世代(1947～49年生まれ）700万人

• 自殺者合計 ３万人/年

農村ボランテイアの社会背景



農村にある豊富な資源を活かして
豊富な自然資源

高齢者の持つ農林業技術 山里での生活の知恵

森林農地



4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

都市農村交流キャンプ

山菜採り

収穫祭!手前味噌仕込み会

秋の山で
きのこを
さがそう！

みずがき山のふもとの農村
でのキャンプ。親子で農業
や農村に親しむ体験を！

種まきから収穫までを体験。
自分で手掛けた大豆で
味噌を仕込もう！

大豆をつくろう

大豆から味噌をつくる行程を
みなさんの手で!

きのこ採り

6月4日(日)種まき

7月1日(土)草取り

8月6日（日）頃草取り

10月29日（日）収穫

秋･みずがき山登山

紅葉シーズン！日本百名山
みずがき山に登って秋を満喫。

山仕事塾

林業・大工仕事体験。 地元で調達した資材を
使い、伝統的な技術で土壁の小屋作ります。

地域との連携によるグリーンツーリズム

http://images.google.co.jp/imgres?imgurl=http://misma.avy.jp/sizen/sizen719.jpg&imgrefurl=http://misma.avy.jp/sizen/sizen719.html&h=550&w=413&sz=58&tbnid=E-aW5ujXKl8J:&tbnh=130&tbnw=97&hl=ja&start=13&prev=/images%3Fq%3D%25E3%2583%25AF%25E3%2583%25A9%25E3%2583%2593%26svnum%3D10%26hl%3Dja%26lr%3D%26sa%3DN
http://image.blog.livedoor.jp/npofarm/imgs/4/1/4108180b.JPG


GATEAUX 2006.2月号より

企業との連携による
農村の仕事づくり



多摩のケーキ屋 グランクリュかぼちゃタルト



地域住民

社員

農地

企業

人材研修を兼ねて

原材料確保原材料確保

指導

農地

NPO

農地

農地所有者
買取

事業連携

小作料

農地借入

企業の畑

（企業のCSR志向、農村での事業展開志向、人材研修志向）

社員研修効果
企業イメージ向上



清月 青大豆

豆もち 豆大福



オーガニックスーパーとの事業提携



里山資源を活用した山の仕事づくり

林業体験

在来工法による大工実習

土壁づくり
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